
第６学年２組 算数科学習指導略案 
日 時：平成１８年９月２７日（水） 
場 所：６年○組教室 
授業者：  

１．単元名   単位量あたりの大きさ 
２．本時の目標 「道のり＝速さ×時間」の式をもとにして，時間をもとめることができる。 
 
３．本時の評価規準 

数学的な考え方：速さや道のりを求める公式から，時間の求め方を考えている。 
４．本時の展開  

過程 主  な  学  習  活  動 
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１ 時間を求める問題を提示する。 
 
 
 
 
 
 
 
２ 前時との違いを確認する。 
 前時は道のりを求めることを学習した。道のりは，速さ×時間でもと
めることができた。 
 時速８０ｋｍは１時間に進む道のりのことだった。 
 
  
 
 
３ 方法の見通しをもつ。 
 数直線をかいて問題の意味を理解する。 
 
０  ８０                ４８０       （ｋｍ） 
 
 
 
０   １                 □     （時間） 
 
４ １時間に進む道のりのいくつ分の考えを使って求める。 
 
 時速とは，１時間に進む道のりのことだから，進む時間を求めるには，
全体の道のりの中に１時間に走る道のりがいくつあるかを求めればいい。
 道のり÷１時間に進んだ道のり→４８０÷８０＝６ 
割合の言葉を使えば，比べる量÷もとにする量＝割合 
   
５ 全体で求め方を確かめる。 
 
道のりの公式から考えると， 
  道のり＝速さ×時間 
  ４８０＝８０×□ □＝４８０÷８０＝６０ だから６時間かかる
 
 
 
 
 
６ 時間の求め方を確かめる。 
定着問題 
① 時速６０ｋｍで走る自動車が１２０ｋｍ進むのに，何時間かかるでしょう。
② 時速６０ｋｍで走る自動車が１５０ｋｍ進むのに，何時間かかるでしょう。
③ 分速３００ｍで走る自転車が２４００ｍ進むのに，何分間かかるでしょう。
評価問題の結果を見つめて、自己評価を行う。 
７ 本時のまとめと自己評価を行う。 
① 時間の求め方を見つけることができましたか？（関心・意欲に関するもの） 
② １時間に進む道のりをもとにして求めることができましたか？（数学的な考え方に関するもの）（表現・処理に関するもの）
③ 仲間の考えが，分かりましたか。（知識・理解に関するもの） 
④ 今日の学習は，分かりましたか。（知識・理解に関するもの） 
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つまずきの様相     
速さと道のりから時間を求める方法が分からない。 
 
評価 
ノート，交流の姿，質疑応答 
 
手だて 
前時に学習したことを数直線を使って表す活動を行わ
せ，数直線上の時間の値を隠しながら「どうすれば時間
を求めることができるかな」と問い，道のりを速さでわ
れば時間が求められることに気づかせる。 
 

具体的な手だて（自分だったらこんな発問をする。こ

んな提示をする。など）を，授業を見ていただきなが

ら，書き込んでください。 

 
メモ（教師の姿，子どもの姿，板書など） 
 
 

（問題） 

時速８０ｋｍで走る自動車が，４８０ｋｍ進むのに，何時間かか

るでしょう。 

（課題） 

速さと道のりから時間を求める方法を考えよう。 

まとめ： 

時間を求める言葉の式は，道のり÷速さ＝時間 

 


